
 

令
和
六
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
が 

 
 
 
 
 

東
海
農
政
局
長
賞
受
賞 

 

受
賞
式
は
十
一
月
十
四
日
、
愛
知
県
新

城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
講
堂
で
む
ら

づ
く
り
審
査
会
平
光
会
長
、
東
海
農
政
局
、

愛
知
県
農
林
水
産
局
、
愛
知
県
新
城
設
楽

農
林
水
産
事
務
所
農
政
課
、
新
城
市
本

庁
・
鳳
来
総
合
支
所
な
ど
、
三
十
人
規
模

の
大
人
数
が
列
席
。
保
存
会
か
ら
は
原
田

英
史(

理
事)

、
松
下 

誠(

会
計)

が
出
席
、

小
山
会
長
が
東
海
農
政
局
實
井
部
長
か

ら
賞
状
を
授
与
さ
れ
た
。 

       
 

小
山
会
長
は
、
「
こ
の
度
は
、
こ
の
よ

う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
頂
戴
し
、
誠
に
光
栄

と
思
い
ま
す
。
思
え
ば
平
成
九
年
、
鞍
掛

山
麓
千
枚
田
保
存
会
を
設
立
。
四
谷
の
千

枚
田
の
保
存
継
承
、
む
ら
づ
く
り
を
目
標

に
『
継
続
は
力
な
り
』
を
主
眼
に
会
員

共
々
、
ゆ
る
ぎ
な
い
活
動
が
評
価
さ
れ
た

も
の
と
受
け
止
め
、
今
後
の
糧
と
し
た

い
。
」
と
お
礼
の
言
葉
と
し
た
。 

受
賞
の
理
由(

評
価) 

〇
二
十
五
年
以
上
に
わ
た
る
棚
田
の
保

全
活
動
を
通
じ
て
美
し
い
棚
田
の
景
観

を
維
持
。
千
枚
田
で
生
産
さ
れ
た
米(

ミ

ネ
ア
サ
ヒ)

を
丸
八
製
菓(

豊
橋
市)

へ
出

荷
し
「
千
枚
田
五
平
餅
」
を
製
品
化
。
地

域
特
産
品
と
し
て
、
道
の
駅
や
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
で
販
売
し
好
評
を
得
て

い
る
。
〇
イ
ベ
ン
ト
で
の
協
力
で
他
組
織

と
の
関
係
性
を
深
め
、
地
元
小
学
校
、
専

門
学
校
、
企
業
と
連
携
し
た
稲
作
体
験
、

研
修
等
に
取
り
組
み
、
食
育
・
社
員
教
育

に
も
貢
献
し
て
い
る
。
〇
棚
田
全
体
を
ビ

オ
ト
ー
プ
と
し
て
自
然
豊
か
な
景
観
と

生
物
多
様
性
の
保
全
に
努
め
「
生
物
多
様

性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議(COP10)

」

(
H
2
2

名
古
屋
市)

の
誘
致
に
貢
献
。
〇
今

で
は
、
都
市
近
郊
か
ら
年
間
二
万
人
も
の

人
た
ち
が
「
癒
し
」
や
「
古
き
良
き
日
本

の
原
風
景
」
を
求
め
訪
れ
る
場
所
と
な
り
、

新
城
市
、
愛
知
県
の
顔
と
謳
わ
れ
て
い
る
。 

収
穫
感
謝
祭 

 
 

～
さ
あ 

つ
か
ま
い 

 
 
 
 

感
謝
を
こ
め
て 

餅
つ
き
を
～ 

十
二
月
八
日
、
四
谷
の
千
枚
田
「
ふ
れ
あ

い
広
場
」
を
会
場
に
一
年
の
農
作
業
を
労

う
収
穫
感
謝
祭
が
行
わ
れ
た
。  

 

時
雨
ま
じ
り
の
朝
、
保
存
会
、
地
域
住

民
、
棚
田
っ
娘
は
お
天
道
様
を
頼
り
に
開

催
準
備
。 

十
時
、
十
一
時
半
、
二
時
の
三
回
、
二

臼
ず
つ
、
参
加
者
を
交
え
餅
を
つ
き
「
あ

ん
こ
」
、
「
よ
も
ぎ
」
、
「
き
な
粉
」
、

「
大
根
お
ろ
し
」
に
し
て
参
加
者
に
大
判

振
舞
い
し
た
。
ま
た
、
害
獣
被
害
軽
減
に

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
「
し
し
汁
」
も
大

は
そ
り
二
杯
。
定
番
の
「
鳥
長
の
皮
き
も
」

の
焼
肉
。
自
家
製
の
「
漬
物
」
も
美
味
い

旨
い…

と
大
好
評
で
あ
っ
た
。 

 

嬉
し
い
こ
と
に
千
枚
田
の
保
存
継
承

に
絶
大
な
協
力
を
頂
い
て
い
る
丸
八
製

菓
か
ら
「
八
雲
だ
ん
ご
」
も
提
供
さ
れ
た
。 

 

参
加
者
は
、
腹
い
っ
ぱ
い
だ
～
ま
ぁ
あ
、

食
べ
れ
ん…

と
言
い
な
が
ら
も
、
つ
い
つ

い
と
、
別
腹
に
詰
め
込
ん
で
い
っ
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
に
毎
年
、
華
を
添
え
て
い
た

だ
く
「
天
空
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
仲
間
も
地
域
住
民
と
一
体
に

な
り
感
謝
祭
の
盛
り
上
げ
に
尽
く
し
て

い
た
だ
い
た
。
感
謝 

♪ 

遠
く
の
山
が
吹 

雪
く
寒
風
の
中
、 

参
加
者
の
心
は
熱 

く
、
師
走
の
一
日 

を
満
喫
し
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

第 255 号  



 

ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
会
議  

 
十
一
月
十
一
日
、
稲
武
ど
ん
ぐ
り
工
房

(

豊
田
市
武
節
町)

に
於
い
て
令
和
六
年

度
ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
連
絡
会
議

が
開
催
さ
れ
原
田
英
史
、
小
山
舜
二
が
出

席
し
た
。 

 

会
議
に
は
、
岡
崎
市
、
豊
田
市
、
新
城

市
、
愛
知
県
農
林
基
盤
局
農
地
部
農
地
計

画
課
、
西
三
河
・
豊
田
加
茂
・
新
城
設
楽

農
林
水
産
事
務
所
担
当
職
員
。
指
導
員
は

鳥
川
ホ
タ
ル
保
存
会(

二
名) 
千
万
町
・

木
下
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会(
三
名) 

中
馬
蕎
麦
倶
楽
部(

三
名)

 
 

桑
原
棚
田

の
景
観
を
守
る
会
（
一
名)

 

道
の
駅
ど

ん
ぐ
り
の
里
い
な
ぶ
（
一
名
） 

鞍
掛
山

麓
千
枚
田
保
存
会(

二
名)

 

名
倉
地
区

営
農
推
進
協
議
会(

二
名)

 

つ
く
で
農
と

食
の
楽
校(

一
名)

が
参
集
し
た
。 

  

今
回
の
会
議
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
危

惧
、
五
年
ぶ
り
の
開
催
で
各
地
で
活
動
す

る
指
導
員
も
久
々
の
顔
合
わ
せ
に
近
況

報
告
、
活
動
報
告
も
和
気
藹
々
と
進
行
、

闊
達
な
意
見
交
換
が
飛
び
交
っ
た
。 

 

活
動
報
告
は
、
害
獣
被
害
、
収
穫
米
の

高
温
障
害
、
ま
た
都
市
住
民
や
大
学
生
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
を
積
極

的
に
活
用
し
、
活
動
エ
リ
ア
の
環
境
維
持

(

草
刈
り)

や
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。 

記
憶
に
、
千
万
町
・
木
下
ふ
る
さ
と
づ

く
り
委
員
会
は
千
万
町
小
学
校(

廃
校)

を
「
千
万
町
楽
校
」
と
し
た
活
動
拠
点
に
、

山
里
の
お
宝
を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
づ

く
り
～
い
い
じ
ゃ
ん
千
万
町
木
下
～
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
春
夏
秋
冬
、
地
域
の
伝

承
文
化
、
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、

山
里
体
験
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
た
。 

 
 

愛
知
県
で
は
農
地
や
土
地
改
良
施
設

の
利
活
用
に
関
わ
る
地
域
住
民
の
共
同

活
動(

地
域
住
民
活
動)

を
推
進
す
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
を
配
置
し

て
い
る
。 

(

令
和
六
年
四
月
一
日
現
在
二
十
三
名) 

指
導
員
の
役
割  

〇
都
市
と
の
交
流
を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
交
流
活
動
を
企
画
・
指
導
す
る
等
、

中
山
間
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
保
存

活
動
に
対
す
る
助
言
や
推
進
指
導
。  

〇
地
域
の
人
々
に
対
す
る
中
山
間
地
域

に
お
け
る
地
域
住
民
活
動
の
活
性
化
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
啓
発
。  

〇
都
市
住
民
の
交
流
活
動
へ
の
参
加
気

運
の
高
揚
促
進
。  

四
谷
の
千
枚
田
盛
り
上
げ
隊  

 

十
一
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
、

丸
八
製
菓(

豊
橋
市)
は
「
四
谷
の
千
枚
田

盛
り
上
げ
隊
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
社
八
雲

だ
ん
ご
直
売
所
で
行
い
、
三
百
超
人
の

人
々
で
賑
わ
っ
た
。 

 

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
餅
つ
き
は
同
社

の
初
め
て
の
企
画
で
四
谷
の
千
枚
田
で

収
穫
さ
れ
た
抜
群
の
お
い
し
さ
を
誇
る

「
鈴
原
糯
」
で
、
保
存
会
の
小
山
会
長
も

同
社
の
鈴
木
専
務
、
職
人
長
ら
と
一
緒
に

餅
を
つ
き
、
千
枚
田
で
作
ら
れ
た
お
茶
と

と
も
に
振
る
舞
っ
た
。 

 

餅
つ
き
は
、
子
供
た
ち
も
参
加
し
て
一

日
三
回
行
わ
れ
「
あ
ん
こ
」
や
「
き
な
粉
」

に
し
た
餅
を
参
加
者
に
振
る
舞
っ
た
。
参

加
し
た
主
婦
は
「
お
餅
も
美
味
し
く
、
子

ど
も
に
は
い
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
喜
ん

で
い
た
。 

 

直
売
所
で
は
四
谷
の
千
枚
田
の
米
を

使
っ
た
特
製
の
だ
ん
ご
や
グ
ッ
ズ
も
販

売
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
が
行
列
を
作
っ
て

買
い
求
め
て
い
た
。
こ
の
催
し
は
、
同
社

の
先
代
社
長
が
棚
田
の
景
観
と
米
を
育

て
る
人
々
に
感
銘
を
受
け
、
約
十
年
前
か

ら
千
枚
田
の
保
存
継
承
の
支
援
を
続
け
、

多
岐
に
渡
り
、
継
続
さ
れ
て
い
る
。 

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

  
 

十
一
月
十
日
、
連
谷
公
民
館
恒
例
行
事

の
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
が
行
わ
れ
た
。
コ

ー
ス
は
旧
連
谷
小
を
起
点
に
「
学
童
農
園

や
ま
び
こ
の
丘
」
ま
で
で
、
片
道
約
八
㎞
。

参
加
者
は
最
高
齢
八
十
六
歳
を
頭
に
、
約

三
十
名
が
歩
く…
歩
く
♪
、
一
人
の
リ
タ

イ
ア
も
い
な
く
、
元
気
に
目
的
地
に
到
着
。 

 

帰
路
は
交
通
公
共
機
関(

豊
橋
鉄
道)

の
利
活
用
と
し
て
バ
ス
に
乗
っ
て(

二
百

円)

滝
上
バ
ス
停
で
下
車
。
区
長
さ
ま
か

ら
ゴ
ミ
袋
を
渡
さ
れ
、
三
㎞
弱
の
沿
道
の

ゴ
ミ
拾
い
、
あ
ま
り
に
も
ゴ
ミ
の
少
な
さ

に
参
加
者
は
満
足
を
得
た
。 

 

昼
食
は
、
豚
汁
、
焼
肉
、
五
目
飯
、
へ
ぼ

(

ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ)

な
ど
、
贅
沢
三
昧
。 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
う
予
定
で

あ
っ
た
が
雨
の
た
め
、
中
止
。
晩
秋
の
バ

カ
楽
し
い
一
日
を
満
喫
し
た
。 

    

行 
 

令
和
六
年
十
二
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


